
風節
季

出
生
数
が
１
８
９
９
年
の
統
計
開
始
以
来
、
初
め

て
70
万
人
を
割
り
込
み
、
２
０
２
４
年
の
本
邦
の
出

生
数
は
68
万
６
０
６
１
人
、
合
計
特
殊
出
生
率
（
Ｔ

Ｆ
Ｒ
）
は
１
・
15
ま
で
低
下
し
た
。
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
試
算
で
「
２
０
３
９
年
ま

で
は
下
回
ら
な
い
」
と
し
て
い
た
水
準
を
15
年
も
前

倒
し
で
突
破
し
、
少
子
化
は
も
は
や
抽
象
的
な
将
来

不
安
で
は
な
く
、
毎
年
約
92
万
人
の
人
口
収
縮
と
し

て
、
社
会
保
障
や
地
域
医
療
・
介
護
の
持
続
性
を
揺

る
が
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
10
年
間
で
出
生
数
は
３
割

の
急
減
、
婚
姻
件
数
も
同
期
間
に
約
16
万
組
減
の

48
・
５
万
組
へ
と
減
少
し
、
婚
姻
減
・
晩
婚
化
・
未

婚
化
が
出
生
低
下
を
加
速
す
る
負
の
循
環
が
定
着
し
た
。

背
景
に
は
、
複
合
的
要
因
が
絡
む
。
実
質
賃
金
の

伸
び
悩
み
と
住
居
・
保
育
・
教
育
費
の
上
昇
に
よ
る

経
済
不
安
、
長
時
間
労
働
と
固
定
的
な
性
別
役
割

観
、
家
事
育
児
の
８
割
を
女
性
が
担
う
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
、
保
険
適
用
後
も
遅
れ
る
不
妊
治
療
開
始
。
「
結

婚
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
」
と
い
う
価
値
観
の

広
が
り
は
、
個
人
の
選
択
肢
を
広
げ
る
一
方
で
、
婚

姻
数
の
減
少
を
通
じ
て
結
果
と
し
て
少
子
化
と
も
密
接

に
関
連
す
る
。
女
性
就
業
率
は
77
％
ま
で
高
ま
っ
た
が
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
Ｇ
７
最
下
位
圏
に
沈
む
。

国
際
的
に
見
て
も
２
０
２
４
年
の
世
界
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は

２
・
１
、
フ
ラ
ン
ス
１
・
66
、
米
国
１
・
63
に
対
し
、

本
邦
の
数
値
は
深
刻
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

多
く
の
先
進
国
が
「
現
金
給
付
か
ら
子
育
て
環
境
の

質
へ
」
と
政
策
軸
を
転
換
し
、
住
居
支
援
・
男
性
育

休
義
務
化
・
保
育
品
質
向
上
に
財
政
を
投
下
す
る
一

方
、
日
本
の
家
族
政
策
費
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
１
・
７
％

に
と
ど
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
（
２
・
９
％
）
や
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
（
３
・
４
％
）
を
大
き
く
下
回
る
。

「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
で
は
、
①
児
童
手
当

の
所
得
制
限
撤
廃
と
18
歳
ま
で
の
延
長
、
第
三
子
以

降
月
額
３
万
円
、
②
育
児
休
業
給
付
率
を
実
質
８
割

に
引
き
上
げ
、
③
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
、
④
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
に
よ
る
給
付
先
行
型
財
源

確
保
な
ど
、
年
３
・
６
兆
円
規
模
の
財
源
を
確
保
し

た
。
し
か
し
長
時
間
労
働
の
是
正
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
、
地
域
格
差
縮
小
な
ど
の
構
造
改
革
は
緒
に
就
い

た
ば
か
り
で
あ
り
、
ま
た
、
制
度
の
周
知
不
足
や
申

請
の
煩
雑
さ
も
、
支
援
を
必
要
と
す
る
当
事
者
の
足

を
止
め
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

国
内
課
題
と
併
せ
て
、
世
界
的
な
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
（
性

と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
）
の
潮
流
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。

ト
ラ
ン
プ
政

権
は
メ
キ
シ

コ
シ
テ
ィ
政

策
拡
大
で
中

絶
関
連
Ｎ
Ｇ

Ｏ
へ
の
資
金
を
断
ち
、
国
連
人
口
基
金
へ
の
資
金
拠

出
を
停
止
、T

itle
 

X

改
定
で
国
内
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

中
絶
案
内
を
制
限
し
、
ド
ブ
ス
判
決
で
連
邦
中
絶
権

の
撤
回
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
を
後
退

さ
せ
る
政
策
は
、
女
性
の
健
康
と
尊
厳
だ
け
で
な
く

将
来
の
出
生
希
望
す
ら
萎
縮
さ
せ
る
負
の
連
鎖
を
生

む
。
日
本
に
お
け
る
少
子
化
対
策
も
、
単
な
る
数
の

増
加
を
目
指
す
「
人
口
政
策
」
で
は
な
く
、
個
人
の

選
択
と
権
利
を
尊
重
し
た
「
人
間
中
心
の
社
会
政
策
」

と
し
て
立
脚
す
べ
き
で
あ
る
。

現
在
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
、
「
い
の
ち
輝
く

未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
（D

e
s
ig

n
in

g
 

F
u

tu
re

 
S
o
c
ie

ty
 

fo
r 

O
u
r 

L
iv

e
s

）
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

に
掲
げ
開
催
さ
れ
て
い
る
。
サ
ブ
テ
ー
マ
は
『
い
の

ち
を
救
う
（S

a
v
in

g
 

L
iv

e
s

）
』『
い
の
ち
に
力
を

与
え
る
（E

m
p
o
w

e
rin

g
 
L

iv
e
s

）
』『
い
の
ち
を
つ

な
ぐ
（C

o
n
n
e
c
tin

g
 
L

iv
e
s

）
』
の
３
つ
に
具
体
化

さ
れ
、
個
人
の
「
い
の
ち
」
を
起
点
に
、
国
や
分
野

を
超
え
て
共
創
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
医
療
の
進
歩

を
通
じ
て
、
人
々
の
健
康
と
尊
厳
あ
る
生
を
支
え
る

と
い
う
理
念
を
内
包
し
て
い
る
。
大
阪
・
関
西
万
博

が
掲
げ
る
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
」
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ

Ｒ
尊
重
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
働
き
方
、
医
療
・
保

育
・
教
育
投
資
と
い
う
〝
生
活
の
基
礎
構
造
〟
が
整

備
さ
れ
て
初
め
て
実
体
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

少
子
化
は
「
出
生
数
」
と
い
う
数
字
で
可
視
化
さ

れ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
人
々
の
生
き
づ
ら
さ
と
社

会
構
造
の
ひ
ず
み
が
横
た
わ
る
。〝
産
ま
な
い
意
思
〟

で
は
な
く
、〝
産
め
な
い
構
造
〟
の
結
果
と
捉
え
る
べ

き
で
あ
る
。
我
々
医
師
会
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何

で
あ
ろ
う
か
。
地
域
ぐ
る
み
の
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
「
ネ
ウ
ボ
ラ
」
に
範
を

取
っ
た
地
域
を
拠
点
と
し
た
母
子
支
援
モ
デ
ル
の
構

築
、
さ
ら
な
る
産
科
医
療
体
制
の
維
持
・
強
化
、
不

妊
治
療
の
地
域
格
差
是
正
、
周
産
期
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
サ
ポ
ー
ト
を
含
め
た
切
れ
目
な
い
ペ
リ
ネ
イ
タ
ル

ケ
ア
の
推
進
、
若
年
世
代
へ
の
包
括
的
な
性
教
育
と

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
教
育
、
育
児
休
業
制
度
の
拡
充
な

ど
政
策
提
言
へ
の
関
与
と
制
度
改
善
、
医
療
・
保
健
・

教
育
・
行
政
が
垣
根
を
越
え
て
協
働
す
る
体
制
の
強

化
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
で
あ
ろ
う
。
残
さ
れ
た
時

間
は
２
０
３
０
年
代
前
半
の
わ
ず
か
数
年
。
少
子
化

は
誰
か
一
人
の
努
力
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。

医
療
・
教
育
・
企
業
・
行
政
・
市
民
社
会
が
「
産
む

権
利
」「
育
て
る
権
利
」「
産
ま
な
い
権
利
」
を
支
え
合

い
、
変
革
す
る
こ
と
が
医
療
界
と
社
会
全
体
の
使
命

で
あ
る
。
我
々
医
師
会
は
、
地
域
の
最
前
線
で
住
民

の
健
康
を
守
る
立
場
と
し
て
、
科
学
的
知
見
と
現
場

感
覚
を
備
え
た
専
門
職
と
し
て
、
社
会
に
対
話
を
呼

び
か
け
、「
産
み
育
て
る
希
望
が
報
わ
れ
る
社
会
」
の

実
体
化
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
。

産
み
育
て
る
希
望
が
報
わ
れ
る
社
会
へ
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